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＜病棟連絡事項＞
[bookmark: _GoBack]・明日、薬局の分包機が午後から使用出来なくなるため、処方の指示受けは午前中にお願いします。

＜患者様連絡事項＞
・松浦　克俊様～入院前の施設サンライズへの体験外泊の日取りが決定。5/24 10:30～5/25 13:30。サンライズ側で送り迎えとなる。本人の服もサンライズ側で持ってくるので、受け取って着替えをさせてから送り出す事。外泊申請済み。

・高山　勘吉様～五戸総合病院へ情報提供書をＦＡＸしている。6/8までの退院時薬処方。

・藤井　崇史様～食事夕から普通盛りへ変更。

・関口　フミ様～家族へ連絡し、コロナウイルスワクチンは接種希望とのこと。接種券については、６月上旬田子町へ取りに行く予定とのことで、早急に病院へ届けていただく。

・澤口　利香様～主治医指示にて歯科受診予約行っている。開始時期は予約状況にて。

・会津　慮子様～家族様より主治医面談希望あり。主治医へ確認し、明日5/22（土）13：30～内科診察室にて面談。

・中根　富美子様～主治医から、病状説明含めて今後の治療に関して説明。6月中旬頃を目途に措置解除し、その後矢作川病院での治療を進めたいこともお話し、6/24～6/26であれば迎えに行けると返答いただく。上記、三戸地方保健所、矢作川病院へ情報提供し、措置解除、転入院調整を進めていく。

・佐々木　章洋様～下痢の訴えあり。田名部Ｄｒ．よりミヤＢＭ３×３日分処方。

＜東病棟入院・入室状況＞
【入院】
・茨澤　耕作様～東Ｃユニット５号室

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。午前中開放観察時、下着1枚となり、床に寝転んでいる。開放観察終了時間10分前に自室から出て来られ、着衣にも応じず、奇声を発しながら走り回る行為あり。他者トラブルの可能性が高いことから早めに開放観察終了している。食事は全量摂取。室内での問題行動はない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。スタッフ対面時は勤務者を確認することあるが攻撃性や自傷行為を仄めかす発言はなく、穏やか。食事や服薬への拒否はない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・古田　真様～身体拘束中。8:00～16:00開放観察実施。8:00身体拘束解除し、Bユニットへ移動。ソファに横になっていること多く、自傷行為や過度穴女性への接触はない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・和田　昌様～終日隔離中。壁やドアを蹴ることや大声を出すこと頻回にあり。スタッフ対面時は攻撃性はないが多弁、まとまりのない発言あり。主治医診察時、主治医付き添いにて一時開放。診察終了後、主治医が入室促すと拒否強く、スタッフ2名にて入室して頂いている。その後、易怒性著明。また、昼食の下膳時、下半身露出し、陰部をペットボトルのラベルにはめ、ニヤついていることあり。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。10：00～12：00、14:00～16：00開放観察実施。10：　
00説明にて開錠し、開放観察実施する。飲水要求はあるが過度となることはなく経過。妄想発言はあるが多飲水や隠れ飲水行動もなく、落ち着いて過ごしている。12：00施錠の説明には臥床したまま、返答はない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・髙橋　信一様～身体拘束中。表情の冴えなさ、活気のなさはあるがスタッフの声掛けには穏やかに返答され、不穏はない。食事は拒否なく、1/2～2/3摂取している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞
・関口　フミ様～帰宅要求あり、常にユニット内を徘徊することやユニットドアを開けようとしている。介入には理解は乏しいが抵抗や粗暴行為はない。

・蛯子　志保子様～車椅子に乗車し、ホールにて過ごされていること多い。スタッフの声掛けにも穏やかに返答され、食事や服薬の拒否なし。男性患者様がテーブルや椅子を動かしていることへの不満を訴えることはあるがトラブルはなく経過。

・北向　勇治様～終始、ユニットのテーブルや椅子を動かしていることや、他室・詰所への侵入頻回にあり、介入にも易怒的となっている。12:27不穏強いため、リスパダール内用液0.5ml1P服用。服用後も徘徊、他室侵入繰り返している。他者への迷惑行為頻回で聞き入れ出来ずにいることを主治医へ報告し、リスパダール内用液(1)１Ｐ　３×６日分処方。

＜安ヶ平Dr.診察情報＞
・和田　昌様～終日隔離継続。次回定期薬よりバルプロ酸ナトリウム錠２T　１×２　朝夕→４T　１×２朝夕へ変更

・藤井　崇史様～処方変更無し。

・河原木　泰志様～処方変更無し。

＜入院患者様情報＞
　氏　　名：茨澤　耕作様
　生年月日：昭和16年6月25日　79歳
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　合 併 症：高血圧、糖尿病　
　性　　別：男性
　指 示 医：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　現在、老健に入所中。R2年8月妻の入院により単身生活をしていた際に、しばらく入浴をしなかったり、火の始末や水道を止めることを忘れたり、また食事や服薬ができなくなった。娘が毎日通って食事の準備やデイサービスの送り出しをしていたが、単身生活の維持が困難なためにR2年11月19日から現在の老健へ入所した。今までショートステイでは（1週間ほどの利用）特に問題となることはなかったが、今回の入所後1週間ほど経過すると、帰宅願望が強く、家に帰ろうとするようになった。1週間ほどで帰宅願望はなくなるが、その後、「物がなくなった」と訴えることや作り話をすることが増え、昼夜逆転して夜間に徘徊を繰り返し、施設内の物品（トイレットペーパーや文具等）を収集して自室のタンスにしまっていたり、事実かはわからないが、意思疎通の困難な同室者ともめたり叩いたりしたとスタッフへ話すこともあった。また、女性スタッフの体を触ることもあった。もともと怒りっぽさがあったが、さらに易怒性の亢進も見られ、思い通りにいかないことがあるとスタッフへ大声を上げることもある。かかりつけ医からは抑肝散とドネペジルが処方されているが、効果が得られず、施設対応が困難な状況となっており、入院治療による症状改善を希望され入院となる

新型コロナウイルスワクチン接種　1回目接種済み。
→5/27(木)　2回目予定　 田子診療所　11：00着で、家族付き添い予定。
本人の状態によって付き添い人数が必要であればケアマネも付き添い可。その際には事前に家族へ連絡してもらえれば、ケアマネへ連絡するとの事。
